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血栓再発予防に有用で ある可能性が示唆された .

3 6 　 食 道 胃 静 脈 癌 に 対 す る M o d i f i e d 井 口 シ ャ ン

トの経験

竹 石 利 之 ・ 佐 藤 好 信 ・ 山 本 智

平 野 謙 一 郎 ・ 小 林 隆 ・ 渡 辺 隆 興

畠山 勝義
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般外科

【目的】 19 9 7 年1 1 月より食道胃静脈癌孤立性胃

静脈癌に対 して 左胃静脈 一下大静脈 シ ャ ン ト術

(井口 シ ャ ン ト) を 1 5 例 に施行 した . 井口 シ ャ ン

トの 工夫と これま での 成績を報告する .

【対象】 本手術を施行 し た 1 5 例の 年齢は平均

5 7 . 8 ± 9
. 7 0 歳

,
術前 C h ild -

P u g h s c o r e は平均

6 . 7 ± 1 .2 点だ っ た . 原疾患 はウイ ル ス 性肝硬変8

例, ア ル コ
ー ル 性肝硬変 4 例などであり

, 内 5 例

に肝癌合併を認め た .

【結果】 1 5 例 中
,
在院死 ( 肝不全) を 2 例 に経

験 した他
,
退院可能であ っ た. 術後早期

,
中期の

明ら か な シ ャ ン ト閉塞 は認め て い な い . 左胃静

脈 一下大静脈直接吻合により手術時間の 短縮が確

認 された.

【まと め】 井口 シ ャ ン トは
,
食道胃静脈癌 に対

し
,
他の 外科手術と同様に有効 な効果 が得 られた .

3 7 　 劇 症 肝 炎 （ 急 性 型 ） に 対 す る 自 己 肝 全 温 存 異

所性生体部分肝移植

白井良夫・畠山勝義

山 本 智 ・ 佐 藤 好 信 ・ 竹 石 利 之

加 藤 崇 ・ 小 林 隆 ・ 渡 辺 隆 興

小 海 秀 央 ・ 大 橋 優 智 ・ 黒 崎 功
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本邦に お い て 肝移植は様々 な末期肝疾患に 対す

る治療法と して の認識が進み
, 内科的治療が困難

な劇症肝炎に対 して も肝移植施行例 は増加 して き

て い る .

肝移植は通常
, 病的肝臓を全摘 し

,
同所性 に グ

ラ フ トを移植する同所性肝移植と して 行な われて

い るが
, 劇症肝炎 で は肝臓が回復する可能性があ

る こ とか ら
, 病的肝臓 の

一

部ない し全て 残す補助

的肝移植を行 なう こ ともある .

我々 は
, 出血性シ ョ ッ クを呈 し全身状態が極め

て不良であ っ た こと
,
自己肝の 再生の 可能性が あ

る こと
,
グ ラ フ ト肝重量が非常 に小 さ い こ との 三

点より
,
劇症肝炎 ( 急性型) に対して 自己肝全温

存補助的異所性部分肝移植を施行した .
こ の術式

の 問題点とその 対策に つ い て ビデオ を供覧する .
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1 　 A C E - I に よ り 腎 機 能 が 低 下 し た 2 型 糖 尿 病

の 1 例

城 下 智 ・ 金 子 晋 ・ 田 村 紀 子

田中 直史

新潟市民病院代謝 ･

内分泌科 (第 二内科)

〔症例〕6 7 歳 ,
女性

【既往歴】 平成 9 年頃 : H T ･

H L
･

D M
, 平成 1 3

年 3 月 : 大動脈弁置換 ( A m )

【現病歴】 平成 13 年 3 月 A S に対 して 当院心外

科 に て A V R 施行 さ れ
,
以後 高血圧治 療 目的 に

A C E
-

Ⅰ を投与された. 平成 1 4 年3 月の 検血 にて

貧血 ･ 腎機能低下を指摘され入院 した.

【経過】 レ ニ ン
･

ア ル ド ス テ ロ ン系の 克進
,
カ プ

トリ ル負荷試験 に て過大反応を認め た. 腎動脈造

影検査 にて 腎動脈の 狭小化をみ と め
,
A C E - Ⅰ 中

止後約 1 ヶ 月 で腎機能の 回復を認めた .

【結論】 高血圧を合併する糖尿病の 第
一

選択薬

の
一

つ に A C E - Ⅰ があるが
,
A C E - Ⅰ により腎機能

低下を起 こす こと があり
,
使用に 際 して 注意が必

要 である .


